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〜 e ラ イ ブ ラ リ を 授 業 内 で 活 ⽤ 〜
つくばみらい市は「Ｒｅａｌｉｚｅ ｙｏｕｒ ｄｒｅａｍ 〜世界へ⽻ばたけ〜」を基本理念に掲げ、基礎的

な学⼒の確実な定着に加え、ＩＣＴの活⽤により時代の変化やグローバル社会に対応できる能⼒の育成を⽬指
しています。今回は、富⼠⾒ヶ丘⼩学校と伊奈中学校で、ｅライブラリを活⽤している実践をご紹介します。

児童の主体的な学びをサポート

秋⼭先⽣の授業では、以下の流れでｅライブラリを
利⽤していました。
①解説教材
本時の課題を解くための鍵は「通分」でした。
児童は「ことばで探す」から「通分」を調べ、個⼈
のペースで通分についての理解を深めていました。

②ドリル（基本問題→標準問題）
取り組む教材は先⽣から指⽰します。次々と問題に
取り組む児童もいれば、ヒントや解答解説に⽬を通
してから取り組む児童もいました。

５年︓分数のたし算

特 別 ⽀ 援 学 級 で の 利 ⽤

⼤島先⽣の授業では、終末の１０分間を個別学習
の時間とし、ｅライブラリを利⽤しています。
各⾃のモチベーションや取り組みたい教材が異な

るため、先⽣は複数のドリルを課題で配信します。
先⽣は、⼀対⼀で解き⽅を確認し、他の児童には、

課題の進捗を画⾯で⾒ながら声かけをしていました。

▲本時の課題に必要な知識を解説教材から学ぶ

２年︓３けたー２けたのひき算

課題を配信するだけでなく、いろいろカード帳等を
⾒せて、様々な学習の選択肢を与える。

解説教材とドリルの演習をていねいに⾏うことで
本時の授業で必要な知識を確実に定着させる。

▲ｅライブラリで何を調べるかを、全体に確認

茨城県つくばみらい市教育委員会

富⼠⾒ヶ丘⼩学校
算数

算数

いろいろカード帳は
クイズ形式で楽しく学べる
フラッシュ型の教材です。

ふ じ み が お か
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⽣徒の様⼦

要 点 整 理 と し て の 活 ⽤

す き ま 時 間 で ⾃ 主 的 な 学 び

野⼝先⽣の授業では、ｅライブラリを⽇常的に活⽤
しています。
温帯の気候について「ｅライブラリの解説教材を⾒

ながら整理しよう」と先⽣から指⽰がありました。
⽣徒は、教科書ページ検索やキーワード検索などを

利⽤し、該当の解説教材をスムーズに探していました。
「単元によっては、教科書の内容だけで整理しよう

とすると、情報に過不⾜があることもあります。ｅラ
イブラリの解説教材は、必要な知識が⼗分にカバーさ
れているので、効率よく要点を整理するために有効活
⽤しています」と野⼝先⽣はおっしゃっていました。

１年︓温暖な⼟地に暮らす⼈々

ワークシートでの要点整理が終わった⽣徒から、ｅライ
ブラリのドリルに取り組んでいました。
先⽣から「終わった⼈からドリルをやりましょう」とい

う声かけもありましたが、その前から⾃主的に取り組んで
いる⽣徒もいたことが印象的でした。
ドリルの難易度は⾃分の理解度に合わせて⾃由に選びま

す。⼀度間違えた問題に対しても、リトライで正解するま
で問題に向き合っている様⼦が⾒られました。

▲ワークシートは授業⽀援ソフトから配信
（野⼝先⽣作成）

 ⾃分に合った⽅法で、ｅライブラリの解説教材やドリルを探す習慣が⾝についている。

教科書ページ検索 キーワード検索
児童⽣徒メニュー
＞⾃分で選ぶ
＞教科書ページから探す

児童⽣徒メニュー
＞⾃分で選ぶ
＞ことばで探す

授業の進度に合わせた学習や
テスト対策としての利⽤にも有効

単元のキーワードとなる語句や
⾃分が知っている⾔葉から簡単に検索可能

地理

伊奈中学校
い な


